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１．研究計画の概要 

π電子化合物が集合体として機能を発現
するためには、構成要素である化合物の「並
び方」（シークエンス）がきわめて重要とな
る。任意の配列が選択的に構築できれば、材
料設計の自由度は格段に大きくなると期待
される。本研究では、π電子化合物のシーク
エンス制御の新たな提案と利用に焦点をあ
てた取り組みを行い、材料設計の新たな分野
を開拓する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 固相合成を利用したπ電子系金属錯体ア
レイ構築法の開拓 

π電子系金属錯体モノマーをポリペプチ
ド固相合成法により連結し、シークエンスの
制御されたπ電子系金属錯体アレイを構築
する手法を開拓した（論文②、C&EN 誌にて
ハイライト。） 

(2) π電子界面を利用したシークエンス制御 

巨大なπ共役系を有する分子への複数の
ゲスト分子の配位挙動を検討した結果、π共
役系を介してゲスト分子が電子的に干渉し
合い特定の配列パターンを自発的に形成す
る現象を見いだした（論文準備中）。 

(3) π電子化合物のシークエンス制御による
光導電材料の設計 

ドナーとアクセプターをキラルなリンカ
ーで連結したキラルダイアッドの自己集積
化挙動において、ラセミ体が球状集合体を与
えるのに対してエナンチオマーはファイバ
ー状集合体を与え、後者が 0.1cm2 V-1 s-1オー
ダーの両極性 TOF 移動度を持つ光導電材料
となることを見いだした。後者では、ドナー
とアクセプター間に働く CT 相互作用に打ち
勝って、ドナーとアクセプターが分離積層し、

チャージキャリアの移動経路を与えている
ことが明らかとなった（論文①）。 

(4) π電子化合物のシークエンス制御による
スピン科学 

それぞれスピンを有するπ電子化合物か
らなるホスト／ゲストの組み合わせにおい
て、その複合体では磁性的なスピン相互作用
が働く一方、ホスト部位をさらに架橋してゲ
ストをホスト内に封じ込めると相互作用が
スイッチしてフェリ磁性的になることを見
出した。DFT 計算の結果、ホスト／ゲスト間
の相対的なジオメトリーがゲスト封入によ
り変化し、スピン相互作用のスイッチに決定
的な役割を果たしていることが分かった（論
文投稿中）。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

最も不確定要素の多い分子の合成部分を
既に終了し、期待していた結果を見いだすこ
とが出来ている。一方、予期していなかった
発見に関しては今後の課題であり、上記評価
が妥当と判断できる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
中間評価のコメントを念頭に、領域内の共

同研究をよりいっそう推進する（特に生物系
分野との交流に努力する。）プロジェクトの
後半２年間となるため、アウトリーチ活動を
含めた成果のアウトプットに力を注ぐ。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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